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衆
議
院
議
員
松
原
仁
君
提
出
精
神
科
医
に
よ
る
患
者
に
対
す
る
不
適
切
行
為
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付

す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
松
原
仁
君
提
出
精
神
科
医
に
よ
る
患
者
に
対
す
る
不
適
切
行
為
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
同
意
が
あ
っ
て
も
処
罰
の
対
象
と
な
り
得
る
よ
う
な
規
制
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は

な
い
た
め
、
見
解
を
お
示
し
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

医
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
七
条
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
は
、
個
別
の
事
案
ご
と
に
諸
般
の
事
情
を

総
合
的
に
勘
案
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
な
お
、
同

条
第
一
項
に
規
定
す
る
医
師
と
し
て
の
品
位
を
損
す
る
よ
う
な
行
為
の
あ
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
同
条
の
規
定
に
基
づ
く

処
分
を
行
っ
た
直
近
の
事
例
と
し
て
は
、
昭
和
五
十
七
年
に
、
多
数
の
入
院
患
者
に
対
す
る
診
療
を
放
棄
し
た
こ
と
を
理
由

に
処
分
を
行
っ
た
も
の
が
あ
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
「
性
的
虐
待
を
受
け
て
い
る
患
者
が
「
精
神
科
患
者
」
あ
る
い
は
「
障
が
い
者
」
」
で
あ
る
場
合
を

含
め
、
患
者
又
は
そ
の
家
族
か
ら
の
医
療
機
関
に
お
け
る
医
療
に
関
す
る
苦
情
に
対
応
し
、
又
は
相
談
に
応
ず
る
施
設
で
あ
る



 

２ 

 

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
六
条
の
十
三
第
一
項
に
規
定
す
る
医
療
安
全
支
援
セ
ン
タ
ー
が
、
令
和
二
年

十
二
月
一
日
時
点
に
お
い
て
、
全
国
で
三
百
九
十
五
箇
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。 


